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◆
正
式
に
就
任
さ
れ
た
今

の
気
持
ち
や
意
気
込
み
は
。�

�

　
い
よ
い
よ
、
と
う
と
う
、
こ

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
今
、
行

政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
大
変

厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

誠
実
に
、
堅
実
に
、
実
直
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。�

　
政
策
面
で
は
、
木
を
見
る
場

合
も
あ
る
し
、
林
を
見
る
場
合

も
あ
る
、
そ
の
見
極
め
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

◆
新
市
長
と
し
て
、
ま
ず

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
。�

�
　
ま
ず
、
私
自
身
が
直
の
目
で

見
て
実
情
を
把
握
し
た
い
。
す

べ
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。�

　
重
点
的
に
は
、
参
画
と
協
働

の
社
会
を
推
し
進
め
て
い
き
た

い
。
財
政
の
状
況
か
ら
考
え
て

も
、
従
来
の
方
法
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は

無
理
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
、
共
に
考
え
、

共
に
支
え
あ
っ
て
い
く
市
民
参

加
型
の
社
会
を
築
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
防
犯
や
防
災
、
安

心
面
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
相

談
し
な
が
ら
立
ち
上
げ
た
い
で

す
ね
。�

　
ま
た
、
「
元
気
な
洲
本
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
総
合

的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
な
ど

の
立
ち
上
げ
、
第
一
次
産
業
に

携
わ
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。�

�

◆
五
色
町
と
の
合
併
は
、
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
み
ま
す
か
。�

�

　
五
色
町
と
の
合
併
は
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
積
み
重
ね
を
踏
ま
え
、�

任
期
満
了
に
伴
う
洲
本
市
長
選
挙
は
八
月
八
日
、
市
内
二
十
七
か
所
の
投
票
所
で
一

斉
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
柳
実
郎
氏
（
五
十
八
歳
）
が
初
当
選
し
ま
し
た
。�

柳
・
新
洲
本
市
長
は
九
月
六
日
、
市
役
所
へ
初
登
庁
、
一
階
コ
ン
コ
ー
ス
で
職
員
約

百
五
十
人
を
前
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
記
者
会
見
を
し
、
今
後
の
市
政
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。�



３�

市
議
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

何
と
か
円
満
に
早
期
再
開
を
目

指
し
ま
す
。�

　
合
併
は
、
今
後
も
洲
本
が
淡

路
の
中
心
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

ま
た
、
歴
史
と
伝
統
を
守
る
た

め
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。�

�

◆
淡
路
花
博
以
後
、
厳
し

い
経
済
状
況
の
打
開
策
は
。�

�

　
洲
本
に
来
る
人
、
集
ま
る
人
、

住
む
人
を
増
や
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光

面
を
再
点
検
し
た
い
。
洲
本
に

一
日
で
も
、
一
時
間
で
も
長
く

滞
在
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
も

の
、
た
と
え
ば
市
内
滞
在
型
や

散
策
型
で
あ
る
な
ど
の
施
設
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

◆
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
の

方
法
は
。�

�

　
今
後
は
、
町
内
会
な
ど
へ
出

向
い
て
い
っ
て
、
市
民
の
生
の

声
を
聞
く
機
会
を
作
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
が
、
先
ほ
ど
も
言
っ
た
実

情
を
知
る
と
い
う
こ
と
に
も
繋

が
る
と
考
え
ま
す
。�

　
市
と
し
て
も
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
、
よ
り
使
い
や
す
い
環

境
の
元
で
、
い
ろ
ん
な
情
報
を

市
民
の
人
に
示
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。�

�

◆
民
間
活
用
の
具
体
策
は
。�

�

　
今
、
成
ヶ
島
で
は
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
清
掃
活
動

を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

職
員
の
数
を
増
や
さ
ず
、
多
様

化
、
複
雑
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

有
償
も
含
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

�

三
期
十
二
年
間
、
洲
本
市
長
を
務
め
た
中
川
啓
一
前
市
長
の
退
任
式
が
、
任

期
満
了
日
の
九
月
三
日
、
市
役
所
一
階
コ
ン
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

退
任
式
で
は
、
職
員
約
百
五
十
人
を
前
に
中
川
前
市
長
が
、
任
期
中
の
思
い

出
や
職
員
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
あ
と
、
職
員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

ま
た
、
齋
藤
晴
久
助
役
、
狩
野
隆
史
収
入
役
、
谷
克
弘
教
育
長
も
、
九
月
三

日
付
け
で
退
職
し
ま
し
た
。
収
入
役
職
務
代
理
は
、
山
岡
一
輝
総
務
課
長
、

教
育
長
職
務
代
行
は
、
浜
田
育
孝
教
育
次
長
が
務
め
ま
す
。�

　
柳
実
郎
市
長
は
、
九
月
六
日

に
初
登
庁
、
玄
関
で
女
子
職
員

か
ら
歓
迎
の
花
束
を
受
け
た
あ

と
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
一
階
コ

ン
コ
ー
ス
で
職
員
を
前
に
、�

「
洲
本
が
好
き
に
な
れ
ば
、
情

熱
、
勇
気
、
知
恵
が
湧
い
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら
を
も
っ
て
今
、

踏
ん
張
れ
ば
洲
本
は
元
気
に
な

る
、
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
元

気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
、
洲
本

は
、
ま
た
職
員
は
、
元
気
だ
と

示
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
あ
と
、
小
松
茂
・
市
議

会
議
長
が
、�

「
厳
し
い
局
面
の
中
、
柳
市
長

に
は
一
日
も
早
く
職
員
の
信
頼

と
信
望
を
手
中
に
さ
れ
、
市
民

の
負
託
に
応
え
う
る
市
政
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
就
任
の
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。�

全
力
で
駆
け
抜
け
た
十
二
年
間

全
力
で
駆
け
抜
け
た
十
二
年
間�

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

全
力
で
駆
け
抜
け
た
十
二
年
間

全
力
で
駆
け
抜
け
た
十
二
年
間�

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

全
力
で
駆
け
抜
け
た
十
二
年
間

全
力
で
駆
け
抜
け
た
十
二
年
間�

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

全
力
で
駆
け
抜
け
た
十
二
年
間�

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

　
関
西
国
際
空
港
の
開
港
や
明

石
海
峡
大
橋
の
開
通
、
淡
路
花

博
な
ど
、
刺
激
の
あ
る

や
り
が
い
の
あ
る
十
二

年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
間
、
国
の
電
子
政

府
計
画
に
対
し
て
、
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
行
政

に
取
り
組
ん
で
き
た
洲

本
市
の
考
え
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
力
を
注
い
で

き
た
新
都
心
ゾ
ー
ン
は
、

洲
本
の
新
都
心
で
は
な
く
、

淡
路
の
新
都
心
と
な
る

も
の
で
す
。
今
後
も
理
念
を
も

っ
て
開
発
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�

　
明
石
海
峡
大
橋
開
通
後
は
、

競
争
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
依
存
体
質
か

ら
自
己
責
任
へ
と
変
革
す
る
こ

と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
立

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
信
念
が
ぶ
れ
る
こ

と
な
く
市
政
が
担
当
で
き
た
こ

と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
支
え

て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
心
か

ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
長

い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

　
平
成
十
六
年
九
月
三
日�

（
最
後
の
登
庁
の
日
に
）��
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歳 入� 184億2,829万円�

歳 入�歳 入�歳 入�

その他�
3億7,915万円�

（2.1％）�

繰入金�
2億866万円�
（1.1％）�

地方特例交付金�
1億8,054万円�

（1.0％）�

27億4460万円�
（14.9％）�

17億6,276万円�
（9.6％）�

県支出金�
13億4,269万円�

（7.3％）�

繰越金�
3億7,445万円�

（2.0％）�

使用料及び手数料�
4億8,369万円�
（2.6％）�

諸収入�
5億7,329万円�
（3.1％）�

地方消費税交付金�
4億2,584万円�
（2.3％）�

分担金及び負担金�
7億3,398万円�
（4.0％）�

市債�

国庫支出金�

市　税�
52億7,593万円�
（28.6％）�

市　税�
52億7,593万円�
（28.6％）�

地方交付税�
39億4,271万円�
（21.4％）�

地方交付税�
39億4,271万円�
（21.4％）�

市債�

国庫支出金�

歳 出�182億3,190万円�

歳 出�歳 出�歳 出�

土木費�
19億9,334万円�
（10.9％）�

土木費�
19億9,334万円�
（10.9％）�

民生費�
36億3,984万円�
（20.0％）�

民生費�
36億3,984万円�
（20.0％）�

総務費�
36億1,409万円�
（19.8％）�

総務費�
36億1,409万円�
（19.8％）�

　　公債費�
21億6,994万円�
（11.9％）�

　　公債費�
21億6,994万円�
（11.9％）�

　　衛生費�
24億9,702万円�
（13.7％）�

　　衛生費�
24億9,702万円�
（13.7％）�

教育費�
20億854万円�
（11.0％）�

教育費�
20億854万円�
（11.0％）�

消防費�
5億9,576万円�
（3.3％）�

農林水産業費�
8億4,732万円�
（4.6％）�

労働費・諸支出金�
1億3,987万円�

（0.7％）�

議会費�
2億2,992万円�
（1.3％）�

災害復旧費�
1億7,618万円�
（1.0％）�

商工費�
3億2,008万円�

（1.8％）�

平
成
十
五
年
度
決
算
状
況�

洲
本
市
の
家
計
簿

洲
本
市
の
家
計
簿�
洲
本
市
の
家
計
簿

洲
本
市
の
家
計
簿�
洲
本
市
の
家
計
簿�

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

��　
一
般
会
計
で
使
っ
た
お
金
の

総
額
は
、
百
八
十
二
億
三
千
百

九
十
万
円
。
前
年
度
に
比
べ
て
、

十
九
億
六
千
百
二
十
六
万
円
（
十

二
・
一
　
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
番
多
い
の
は
民
生
費
の
三
十

六
億
三
千
九
百
八
十
四
万
円
で
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
の
福

祉
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
八
月
の
台
風
十
号
に

よ
る
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
一

億
七
千
六
百
十
八
万
円
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
�

　
一
般
会
計
に
入
っ
て
き
た
お

金
の
総
額
は
、
百
八
十
四
億
二

千
八
百
二
十
九
万
円
。
一
番
多

い
の
は
、
市
税
の
五
十
二
億
七

千
五
百
九
十
三
万
円
で
す
が
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
、

前
年
度
に
比
べ
て
四
億
三
千
五

百
五
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。
�

　
財
政
の
健
全
度
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
、
八
四
･
三
　
（
市

で
は
、
七
五
　
程
度
が
好
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
）
、
財
政

力
指
数
は
、
〇
・
五
八
五
と
な

っ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
市
の
借
入
金
の
度
合

い
を
示
す
公
債
費
比
率
は
、
前

年
度
よ
り
一
・
五
　
上
が
り
、

一
八
・
二
　
、
起
債
制
限
比
率

は
、
〇
・
八
　
下
が
り
、
九
・

〇
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
職
員
の
給
与
水
準
の
指
標
と

な
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
昨

年
度
と
同
じ
一
〇
〇
・
七
　
と

な
っ
て
い
ま
す
。
�

��　
市
の
予
算
に
は
一
般
会
計
の

ほ
か
、
特
定
の
事
業
な
ど
に
使

う
特
別
（
企
業
）
会
計
が
あ
り

ま
す
。
主
な
特
別
会
計
の
内
、

国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

会
計
は
、
二
億
三
千
七
百
八
十

六
万
円
の
赤
字
、
老
人
保
健
医

療
会
計
が
千
六
百
三
十
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
企
業
会
計
の
水
道
事

業
会
計
の
収
益
的
収
支
で
は
、

四
千
七
百
七
十
七
万
円
の
純
損

失
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

一

般

会

計

一

般

会

計

�

一

般

会

計

�

特

別

会

計

特

別

会

計

�

特

別

会

計

�

経
常
収
支
比
率
・
・
・
�

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
た
め
の
指
標
と

し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
、

こ
の
率
が
低
け
れ
ば
低
い

ほ
ど
、
収
入
に
余
裕
が
あ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市

で
は
、
七
五
　
程
度
が
妥

当
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の

落
ち
込
み
に
よ
り
、
全
国

的
に
厳
し
い
財
政
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
�

公
債
費
比
率
・
・
・
�

　
市
が
借
り
た
お
金
に
対

し
て
、
元
金
の
返
済
や
利

子
の
支
払
額
が
、
一
般
財

源
に
占
め
る
割
合
を
い
い

ま
す
。
�

起
債
制
限
比
率
・
・
・
�

　
地
方
債
（
市
が
す
る
借
金
）

の
許
可
に
係
る
指
標
と
し
て
、

二
〇
　
以
上
の
場
合
、
起

債
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
�

財
政
力
指
数
・
・
・
�

　
市
の
財
政
力
を
示
す
指

数
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

一
に
近
い
ほ
ど
財
源
に
余

裕
が
あ
り
ま
す
。
�

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
・
・
・
�

　
地
方
公
務
員
の
給
与
水

準
を
表
す
も
の
で
、
国
家

公
務
員
の
給
与
を
一
〇
〇

と
し
て
比
較
し
て
い
ま
す
。
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�パ

ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�



５�
�

　
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
は
、

民
間
企
業
が
決
算
の
と
き
に
発

表
す
る
「
賃
借
対
照
表
」
に
当

た
る
も
の
で
、
所
有
す
る
資
産

の
内
容
と
、
そ
の
資
産
を
取
得

す
る
た
め
の
自
己
資
金
（
正
味

資
産
）
や
借
金
（
負
債
）
の
内

訳
を
左
右
に
対
比
さ
せ
た
表
の

こ
と
で
す
。
�

　
一
方
、
現
在
の
地
方
自
治
体

の
会
計
制
度
で
は
、
一
年
間
の

金
銭
の
出
入
り
（
歳
入
と
歳
出
）

だ
け
を
記
録
す
る
方
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
年
度

ご
と
の
収
支
は
明
ら
か
に
な
る

も
の
の
、
預
金
や
借
金
、
資
産

が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
と
い
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
市
が
所
有
し
て
い

る
資
産
や
負
債
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
、
違
う
角
度
か
ら
財
政

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
�

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産
総
額

は
、
約
六
百
四
十
八
億
円
、
負

債
合
計
は
、
約
二
百
六
十
七
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
市
民
１
人
あ
た
り
で
は
、
資

産
が
、
約
百
五
十
八
万
円
、
負

債
が
約
六
十
五
万
円
、
正
味
資

産
が
、
約
九
十
三
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
�

洲
本
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

公
表
し
ま
す�

景
気
低
迷
が
続
く
中
、
よ
り
効
率
的
な
財
政
運

営
を
図
る
た
め
、
洲
本
市
で
も
、
四
年
前
か
ら

民
間
企
業
の
会
計
手
法
で
あ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
使
っ
て
、
財
政
状
況
の
把
握
や
分
析
に
努

め
て
い
ま
す
。�

　洲本市ではこれまで、本市独自の様式でバランスシ
ートを公表してきましたが、本年度から多くの自治体
で採用している「総務省版の様式」により公表します。
前年度と対比する場合は、市のホームページをご覧く
ださい。�

借　　　方� 貸　　　方�

総務費�
民生費�
衛生費�
労働費�
農林水産業費�
商工費�
土木費�
消防費�
教育費�
その他�
計�

2,840,614�
1,428,202�
3,567,923�
592,105�

8,060,136�
693,229�

24,305,727�
954,225�

14,198,932�
223,145�

56,864,238

地方債�

債務負担行為�

　・物件の購入など�

　・債務保証書又は損失補償�

債務負担行為計�

退職給与引当金�

20,950,075�

�

�

�

0�

3,253,114

翌年度償還予定額�

翌年度繰上充用金�

2,518,667�

0�

2,518,667

国庫支出金�

都道府県支出金�

一般財源等�

6,937,634�

6,749,944�

24,348,985

投資及び出資金�
貸付金�
基金�
　・特定目的基金�
　・土地開発基金�
　・定額運用基金�
基金計�

3,060,478�
108,034�

�
1,043,377�
1,626,890�

0�
2,670,267

現金・預金�
　・財政調整基金�
　・減債基金�
　・歳計現金�
現金・預金計�

�
987,511�
7,000�

208,317�
1,202,828

未収金�
　・地方税�
　・その他�
未収金計�

�
800,103�
52,471�
852,574

［ 資 産 の 部 ］ �

資 産 合 計 �

［ 負 債 の 部 ］ �

［ 正 味 資 産 の 部 ］ �

有 形 固 定 資 産 � 固 定 負 債 �

流 動 負 債 �

投 資 等 �

流 動 資 産 �

有形固定資産合計� 56,864,238

固定負債合計� 24,203,189

負債合計� 26,721,856

正味資産合計� 38,036,563

投資等合計� 5,838,779

流動資産合計� 2,055,402

64,758,419

負債・正味資産合計� 64,758,419

洲 本 市 の バ ラ ン ス シ ー ト �
平 成１６年 ３ 月３１日 現 在 � （単位：千円）�

流動負債合計�
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任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議

員
選
挙
は
、
八
月
一
日
告
示
さ

れ
、
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え

な
い
た
め
全
員
が
無
投
票
で
当

選
し
ま
し
た
。
�

　
新
し
い
議
員
に
よ
る
初
め
て

の
臨
時
市
議
会
が
八
月
二
十
日

開
か
れ
、
役
員
選
挙
の
結
果
、

議
長
に
は
、
小
松
茂
氏
、
副
議

長
に
和
田
正
昭
氏
を
選
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
監
査
委
員
に
硲

口
千
惠
美
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
�

　
そ
の
ほ
か
、
本
会
議
で
決
ま

っ
た
常
任
委
員
会
な
ど
の
委
員

会
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

���◎
谷
　
文
雅
　
○
硲
口
千
惠
美
�

　
竹
内
通
弘
　
　
岩
橋
久
義
�

　
奥
井
正
展
　
　
戸
田
公
三
�

　
高
田
隆
安
�

�　
�

◎
小
川
英
一
　
○
先
田
正
一
�

　
小
松
　
茂
　
　
惣
田
浩
和
�

　
望
月
慶
子
　
　
片
岡
　
格
�

　
柳
　
雅
文
�

��　
�

◎
地
村
耕
一
良
○
木
戸
内
良
夫
�

　
廣
田
恵
三
　
　
海
老
一
吉
�

　
名
田
英
樹
　
　
和
田
正
昭
�

��　
�

◎
柳
　
雅
文
　
○
高
田
隆
安
�

　
名
田
英
樹
　
硲
口
千
惠
美
　

　
地
村
耕
一
良
　
戸
田
公
三
　

　
谷
　
文
雅
�

�（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）
�

（
敬
称
略
）
�

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
議
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

議
員
一
同
を
代
表
し
て
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
八

月
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
洲
本
市

議
会
の
議
長
並
び
に
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身

に
あ
ま
る
光
栄
と
感
謝
を
い
た

す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
公
平
、
中
立
の
立
場
で
円
滑

な
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、
市

民
の
負
託
に
応
え
、
地
方
自
治

の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
本
市
で
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
行

政
合
併
、
少
子
・
高
齢
化
、
教

育
、
防
災
、
環
境
問
題
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
諸
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
�

　
今
後
も
洲
本
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
皆
様
の
な
お
一
層
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
�

新
し
い
委
員
会
構
成
が

新
し
い
委
員
会
構
成
が�

　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た�

新
し
い
委
員
会
構
成
が�

　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た�

就
任
ご
あ
い
さ
つ

就
任
ご
あ
い
さ
つ�

就
任
ご
あ
い
さ
つ�

議　長�
小松　茂�

副議長�
和田正昭�

◆
総
務
常
任
委
員
会
�

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会
�

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
�

◆
議
会
運
営
委
員
会
�



　
約
七
千
万
年
前
の
恐
竜
の
化

石
が
洲
本
市
内
か
ら
発
見
さ
れ
、

八
月
七
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
、

県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
（
三

田
市
）
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
化
石
は
、
市
内
の
和
泉
層
群

と
呼
ば
れ
る
白
亜
紀
後
期
（
約

七
千
万
年
前
）
の
地
層
で
発
見

さ
れ
、
草
食
の
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル

ス
科
（
ラ
ン
ベ
オ
サ
ウ
ル
ス
亜

科
）
の
あ
ご
や
首
、
肩
な
ど
の

骨
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
も

大
き
な
歯
骨
は
、
長
さ
約
五
十

三
　
、
高
さ
十
九
　
で
約
五
百

本
の
歯
が
き
れ
い
に
並
ん
で
い

ま
す
。
�

　
日
本
国
内
で
は
、
こ
れ
ま
で

二
十
か
所
で
恐
竜
の
化
石
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
西
で

は
初
め
て
で
、
保
存
状
態
は
国

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
�

セ
ン
�

 

チ
�

セ
ン
�

 

チ
�

７�

　
洲
本
防
犯
協
会
（
増
井
洋
右

会
長
）
と
洲
本
市
で
は
、
こ
の

ほ
ど
中
学
生
以
上
の
人
で
あ
れ

ば
誰
で
も
、
い
つ
で
も
自
由
に

利
用
で
き
る
無
料
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
「
ベ
ン
チ
ャ
リ
」
約
八

十
台
を
市
内
十
三
か
所
に
設
置

し
ま
し
た
。
�

　
ベ
ン
チ
ャ
リ
は
、
放
置
自
転

車
を
再
利
用
し
た
も
の
で
、
目

立
つ
よ
う
青
と
黄
色
の
縞
模
様

に
塗
装
し
て
あ
り
ま
す
。
市
内

で
は
昨
年
、
街
頭
犯
罪
が
七
百

二
十
七
件
（
う
ち
自
転
車
盗
百

九
十
二
件
）
発
生
し
て
お
り
、

自
転
車
盗
の
抑
制
と
放
置
自
転

車
の
処
理
対
策
を
目
的
に
同
協

会
と
市
が
社
会
実
験
と
し
て
共

同
で
行
う
も
の
で
す
。
�

　
ベ
ン
チ
ャ
リ
を
利
用
す
る
と

き
は
、
申
し
込
み
手
続
き
な
ど

は
不
要
で
す
が
、
乗
車
後
は
最

寄
り
の
「
ベ
ン
チ
ャ
リ
置
き
場
」

に
返
す
な
ど
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

◆
利
用
の
ル
ー
ル
�

▽
中
学
生
以
上
の
人
は

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
�

▽
利
用
前
に
ブ
レ
ー
キ

や
ベ
ル
、
タ
イ
ヤ
、
ラ

イ
ト
な
ど
が
正
常
か
点

検
し
て
く
だ
さ
い
。
異

常
の
あ
る
場
合
は
、
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
併
せ
て
市
役

所
市
民
生
活
部
人
権
推

進
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
�

▽
通
勤
や
通
学
で
の
利

用
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
�

▽
利
用
後
は
、
必
ず
最
寄
り
の

▽
利
用
後
は
、
必
ず
最
寄
り
の

　
「
ベ
ン
チ
ャ
リ
置
場
」
に
返

　
「
ベ
ン
チ
ャ
リ
置
場
」
に
返

　
し
て
く
だ
さ
い

　
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▽
ベ
ン
チ
ャ
リ
は
、
み
ん
な
が

▽
ベ
ン
チ
ャ
リ
は
、
み
ん
な
が

　
利
用
す
る
も
の
で
、
個
人
専

　
利
用
す
る
も
の
で
、
個
人
専

　
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
カ
ギ
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ

　
カ
ギ
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ

　
い
　
い
。
�

◆
ベ
ン
チ
ャ
リ
置
き
場

ベ
ン
チ
ャ
リ
置
き
場
（
九
月

（
九
月

　
一
日
現
在
）

　
一
日
現
在
）
�

▽
洲
本
市
役
所

▽
洲
本
市
役
所
�

▽
市
立
図
書
館

▽
市
立
図
書
館
�

▽
洲
本
市
健
康
福
祉
館

▽
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

▽
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

▽
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館
�

▽
洲
本
バ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
洲
本
バ
ス
セ
ン
タ
ー
�

▽
洲
本
中
央
公
民
館

▽
洲
本
中
央
公
民
館
�

▽
淡
路
文
化
史
料
館

▽
淡
路
文
化
史
料
館
�

▽
洲
本
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
洲
本
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�

▽
洲
本
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▽
洲
本
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
み
つ
あ
い
館

　
み
つ
あ
い
館
�

▽
洲
本
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

▽
洲
本
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

　
ル
　
ル
�

▽
コ
モ
ー
ド
５
６
レ
イ
ン
ボ
ー

▽
コ
モ
ー
ド
５
６
レ
イ
ン
ボ
ー

　
プ
ラ
ザ

　
プ
ラ
ザ
�

▽
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店

▽
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
�

▽
洲
本
警
察
署

▽
洲
本
警
察
署
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
人
権
推
進
課
（
　
２
２
・

活
部
人
権
推
進
課
（
　
２
２
・

３
３
２
１
）
へ

３
３
２
１
）
へ
。
�

▽
利
用
後
は
、
必
ず
最
寄
り
の

　
「
ベ
ン
チ
ャ
リ
置
場
」
に
返

　
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▽
ベ
ン
チ
ャ
リ
は
、
み
ん
な
が

　
利
用
す
る
も
の
で
、
個
人
専

　
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
カ
ギ
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。
�

◆
ベ
ン
チ
ャ
リ
置
き
場
（
九
月

　
一
日
現
在
）
�

▽
洲
本
市
役
所
�

▽
市
立
図
書
館
�

▽
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

▽
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館
�

▽
洲
本
バ
ス
セ
ン
タ
ー
�

▽
洲
本
中
央
公
民
館
�

▽
淡
路
文
化
史
料
館
�

▽
洲
本
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�

▽
洲
本
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
み
つ
あ
い
館
�

▽
洲
本
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

　
ル
�

▽
コ
モ
ー
ド
５
６
レ
イ
ン
ボ
ー

　
プ
ラ
ザ
�

▽
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
�

▽
洲
本
警
察
署
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
人
権
推
進
課
（
　
２
２
・

３
３
２
１
）
へ
。
�

県立人と自然の博物館提供�

洲本市産恐竜の産出部位�



８�

交通事故が増えています�

～「思いやり」でつくる兵庫の　交通安全～�
９月２１日（火）～３０日（木）、９月２１日は「交通安全意識を高める日」�
重点推進項目�
◆高齢者の交通安全事故防止対策の推進�
◆夕暮れ時と夜間の交通事故防止対策の推進�
◆シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底�
◆交差点での交通事故防止対策の推進�

◆展示会場　ジャスコ新洲本店�
期間中、応募作品の中から優秀作品を選定して展示しています。�

洲本市・淡路県民局・洲本警察署・洲本交通安全協会�

　
市
で
は
、
地
震
や
台
風
な
ど

が
発
生
し
た
時
に
、
緊
急
情
報

を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
防

災
ネ
ッ
ト
」
を
九
月
一
日
か
ら

開
設
し
ま
し
た
。
�

　
防
災
ネ
ッ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン

と
携
帯
電
話
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
メ
ー
ル
機
能
付
き
）
か
ら

接
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
常

的
に
は
防
災
知
識
や
避
難
所
な

ど
の
情
報
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
す
る
と
、
情
報
が

更
新
さ
れ
る
た
び
に
、
更
新
の

お
知
ら
せ
メ
ー
ル
が
届
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

 
防
災
ネ
ッ
ト
は
ラ
ジ
オ
関
西

が
企
画
、
開
設
し
た
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
パ
ケ
ッ

ト
通
信
の
た
め
混
線
す
る
可
能

性
は
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

防
災
ネ
ッ
ト
の
ア
ド
レ
ス
は
、

http://m
y-city.jp/sum

oto/

�

�避
難
は
早
め
に
�

�　
今
年
は
、
日
本
列
島
に
台
風

が
六
個
も
上
陸
（
九
月
一
日
現

在
）
、
市
内
で
も
台
風
十
五
、

十
六
号
の
影
響
で
、
床
上
や
床

下
浸
水
の
住
家
被
害
の
ほ
か
、

農
業
、
土
木
関
係
な
ど
に
も
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
�

　
市
で
は
災
害
発
生
の
恐
れ
の

あ
る
時
、
各
地
区
の
公
共
施
設

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
次
の
注
意
事
項
を
守
り
、

早
め
の
自
主
避
難
を
お
願
い
し

ま
す
。
�

◆
避
難
す
る
時
の
注
意
点
�

▽
避
難
す
る
前
に
、
火
の
始
末

　
を
す
る
こ
と
。
�

▽
正
し
い
情
報
（
テ
レ
ビ
や
ラ

　
ジ
オ
な
ど
）
を
信
じ
、
デ
マ

　
や
噂
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
。
�

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾
で

　
頭
を
保
護
す
る
こ
と
。
�

▽
荷
物
は
最
小
限
に
と
ど
め
、

　
で
き
る
だ
け
背
負
っ
て
、
両

　
手
を
開
け
て
お
く
こ
と
。
�

▽
避
難
す
る
時
は
、
車
は
使
わ

　
ず
徒
歩
で
。
�

▽
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

　
人
、
子
供
た
ち
は
、
早
め
に

　
避
難
さ
せ
る
こ
と
。
�

▽
避
難
場
所
で
移
動
す
る
と
き

　
は
、
狭
い
道
や
塀
ぎ
わ
、
川

　
べ
り
な
ど
は
避
け
る
こ
と
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
消
防
防
災
係
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
２
５
）
へ
。
�

�

南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」�
南
海
地
震

南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」�
南
海
地
震
に
備
え
て
「
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
６�

　
旧
カ
ネ
ボ
ウ
工
場
跡
地
な
ど

を
中
心
と
し
た
新
都
心
ゾ
ー
ン

の
整
備
構
想
を
検
討
し
て
い
た

「
市
都
市
再
生
戦
略
会
議
」
（
大

石
吉
成
会
長
）
が
終
了
し
、
九

月
一
日
、
大
石
会
長
か
ら
中
川

市
長
に
提
案
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
�

　
新
都
心
ゾ
ー
ン
は
、
平
成
六

年
に
整
備
構
想
が
策
定
さ
れ
、

淡
路
島
の
新
し
い
玄
関
口
と
し

て
図
書
館
や
市
民
広
場
な
ど
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
カ
ネ
ボ
ウ
電
子
や
美

術
館
の
閉
鎖
な
ど
で
状
況
が
変

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
八

月
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
�

　
提
案
書
で
は
、
洲
本
川
の
遊

歩
道
整
備
、
温
浴
施
設
な
ど
の

交
流
拠
点
づ
く
り
、
（
仮
称
）

市
民
の
森
な
ど
の
整
備
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
�

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を

参
考
に
新
都
心
ゾ
ー
ン
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
�

�

　点検整備さえしていれば防げたト
ラブルが、実はたくさんあります。
点検整備の大切さを、まず、あなた
から気づいてください。�
�

国土交通省�
自動車点検整備推進協議会�

気づいてね、�
点検整備の大切点検整備の大切さ。�

１０月は自動車点検整備月間です自動車点検整備月間です。�

気づいてね、�
点検整備の大切点検整備の大切さ。�

１０月は自動車点検整備月間です自動車点検整備月間です。�

気づいてね、�
点検整備の大切点検整備の大切さ。�

１０月は自動車点検整備月間です自動車点検整備月間です。�

気づいてね、�
点検整備の大切さ。�

１０月は自動車点検整備月間です。�



医療費を有効に使うために�

交通事故が増えています�

医療費を有効に使うために�

交通事故が増えています�

医療費を有効に使うために�

９�

　国の公衆衛生審議会から、昭和５０年から５２年生まれ
の人はポリオワクチンを接種したにもかかわらず、抗体保
有率が低いと報告されています。この年代の人は、ポリオ
ウィルス常在国に渡航される時や、子どもがポリオワクチ
ンの接種を受ける時に再度、予防接種を受けられることを
お勧めします。１１月２２日、２６日、２９日（健康福祉
館）、２４日（由良公民館）にポリオワクチンの接種を行
います。接種希望の人は１０月１５日（金）までに電話で
保健センターへ申し込んでください。任意接種のため４，
０００円が必要です。また次の病院などでも接種できます。�
　兵庫医科大学病院�
（西宮市武庫川町　　０７９８・４５・６１１１）�
　神戸市中央保健所（海外渡航者のみ）�
（神戸市中央区雲井通　　０７８・２３２・４４１１）�
�

　交通事故など第三者の行為によってけがをしたとき、老人
保健や医療保険で治療することができます。本来、医療費は
加害者が全額負担するのが原則ですが、老人保健や医療保険
が一時的に立て替えて、後で加害者に請求することになりま
す。�

　市と警察に届出を出す前に、加害者から治療費を受け取っ
たり、示談を済ませてしまうと、老人保健や医療保険が使え
なくなることがあります。�

１警察へ連絡します　たいしたけがではないと思っていても、
　後から思わぬ後遺症が出ることもあります。けがをしてい
　るときは警察に必ず「人身事故」として届け出て「事故証
　明書」をもらいます。�
２相手を確認しましょう　相手の氏名・連絡先・運転免許証
　番号・自動車保険などを確認します。�
３市へ届け出る　「健康保険証」「医療受給者証」「印鑑」
　を持って健康課医療係まで「第三者行為による傷病届」の
　手続きをします。�

交通事故が増えています�
●交通事故にあったら必ず届出を�

●示談は慎重に�

●届出の手順�

　申請など詳しくは、洲本市健康福祉館内健康課医療係（　２２・３３３７内線５１２・５１６）へ。�▼
�

老人保健・福祉医療制度は高齢の人や障害者、乳幼児が安心して医療を受けられるよう、�
国民みんなが協力しあって費用を負担しています。�
大切な医療費をムダづかいしないよう、日ごろから健康づくりや上手な受診を心がけましょう。�

老人保健医療費�
福祉（老人）医療費�
福祉（障害者）医療費�
福祉（乳幼児）医療費�
福祉（母子家庭等）医療費�

受給者数�
人�

6,930�
1,491�
267�
2,078�
713

受診件数�
件�

203,395�
38,709�
6,272�
35,023�
8,253

総医療費�
円�

5,017,754,328�
689,227,195�
360,382,878�
356,850,068�
84,746,889

市が負担した医療費�
円�

4,594,059,468�
104,086,536�
48,643,562�
57,257,786�
23,987,240

一人当たり医療費�
円�

662,923�
69,810�
182,186�
27,554�
33,643

平成１５年度の老人保健・福祉医療費の支出状況�

老人保健医療費� 福祉（老人）医療費� 福祉（障害者）医療費� 福祉（乳幼児）医療費� 福祉（母子家庭等）医療費�

その他�
調剤�
歯科�
外来�
入院�

179,986

180.448

17,079

56,618 25,275 1,006

5,6751,068

2,056

604

1,434

2,201
181

814

234

1,355

2,742

379

1,181

69

220

1,312
412

384

71

　乳幼児のツベルクリン反応とＢＣＧ接種を行います。
母子手帳を持参して受けてください。�
◆対象児　平成１６年３月１日～６月３０日生まれ�
◆実施場所　洲本市健康福祉館�

対象地区�
�
内町、外町、潮、大野、
鮎屋、安乎、中川原�
上物部、津田、納、�
加茂、千草�
物部、由良、上灘  

ツベルクリン反応�
実施日�

10月4日（月）�

�

10月13日（水）�

�
10月18日（月）�

判定・ＢＣＧ �
実施日  �

10月6日（水）�

�

10月15日（金）�

�
10月20日（水）�

　時間はいずれも、午後２時～２時３０分�▽
�

▽
�

▽
�

◆実施日時�

▼
�

　詳しくは、洲本市健康福祉館内健康課（　２２・３３３７）へ。�

こんなとき�
転出するとき�
転居したとき�
医療保険証が�
変わったとき�

死亡したとき�

届け出に必要なもの�
　医療受給者証　印鑑�
　医療受給者証　印鑑　医療保険証�

　医療受給者証　印鑑　新しい医療保険証�
�
　死亡した人の医療受給者証�
　届け出者の印鑑�

△
�

△
�△
�
△
�

△
�

△
�

△
�
△
�
△
�△
�

　福祉医療費受給対象者（障害者・乳幼児・母子家庭等・
高齢心身障害者）が入院した時に支払った食事代の標準負
担額を申請により支給していましたが、県の制度廃止に併
せて１０月１日から制度を廃止します。�
　なお、９月３０日までの入院時の食事代は支給しますの
で、該当される人は健康課医療係まで申請してください。�
◆手続きに必要なもの　　印鑑　　領収証　　各医療受給
　者証　　預金口座のわかるもの�

入院生活福祉給付金制度を１０月１日から廃止します�入院生活福祉給付金制度を１０月１日から廃止します�入院生活福祉給付金制度を１０月１日から廃止します�

△
�△
�

△
�

△
�

単位：万円�



１０�

　　エネルギー　１０９�
 

1３１�

���

◆
作
り
方�

　
卵
に
サ
ラ
ダ
油
と
牛
乳
を
混�

　
ぜ
合
わ
せ
る
。
豆
腐
の
水
気

　
を
と
っ
て
お
き
、
ほ
ぐ
し
入

　
れ
る
。
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ

　
ク
ス
を
加
え
混
ぜ
十
二
等
分

　
す
る
。�

　
ド
ー
ナ
ツ
型
に
　
を
整
え
る
。�

　
約
百
六
十
度
の
油
で
、
き
つ

　
ね
色
に
揚
げ
る
。
好
み
に
よ

　
り
、
シ
ナ
モ
ン
と
グ
ラ
ニ
ュ

　
ー
糖
を
振
る
。�

豆
腐
ド
ー
ナ
ツ�

◆材料（１２個分）�

ホットケーキミックス�

　　　　　　　２００　�

卵　　　　　　　　１個�

サラダ油　　　大さじ１�

牛乳　　　　　大さじ１�

豆腐  　　　　１００　�

揚げ油　　　　　　適量�

シナモンパウダー�

　　　　　　　小さじ１�

グラニュー糖　大さじ２�

�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

１人分�

男女共同参画「ジェンダー楽習カルタ」�
生涯にわたる男女共同参画学習促進事業�

～子どもに多様な未来を用意するために～�

０歳からの男女共同参画学習実行委員会作成�
市役所市民生活部人権推進課男女共同参画社会係�

れ
ん
し
ゅ
う
し
た
よ
　
こ
ま
ま
わ
し�

　
　
　
わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
　
ま
わ
せ
た
よ�

ろ
け
っ
と
で
　
ぼ
く
も
わ
た
し
も�

　
　
き
れ
い
な
ち
き
ゅ
う
を
　
み
て
み
た
い�

　
　
わ
た
し
も
あ
な
た
も
　
た
い
せ
つ
に
し
よ
う
　�

　
　
　
　
　
せ
か
い
に
ひ
と
つ
　
だ
い
じ
な
い
の
ち�

性に
こだわ

らない子育てで子どもの心を育む性に
こだわ

らない子育てで子どもの心を育む

栄養士　久保田とし子�

簡
単
手
作
り
お
や
つ�

１０月２３，２４日・展示 �生花展示（淡路華道連盟七流派）　　　　　　　　開架室�
ちぎり絵展示　　　　　　　　　　２階廊下、１階開架室�
能面展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　２階廊下�
寄せ植え展、陶芸作品展　　　　　　　　　　開架室裏庭�
リース作品展　　　　　　　　　　　　　アルチザン４階�
造形展　　　　　　　　　　　　　　　　　　開架室裏庭�
五七五の世界（俳句展示） 　　　　　　　 ２階廊下�
対面朗読体験サロン　　　　　　　　　　　　対面朗読室�
スタンプラリー　　　　　　　　　　　　　　　　児童室�
淡路で見つかった恐竜の化石とパネル展示　　１階開架室�

１０月２３日（土）� １０月２４日（日）�

と　き�
１０：００～１０：３０�
１０：００～１５：００�
１０：００～１５：００�
１１：００～１１：３０�
１１：００～１２：００�
１３：００～１４：００�
１１：４０～１２：００�
１３：００～１４：００�
１４：００～１４：３０
１４：００～１５：００�
１４：３０～１５：３０�
１５：００～１５：３０�
１５：００～１６：３０�

�
吹奏楽演奏�
呈茶（紅茶）�
福祉ふれあいバザー�
大正琴演奏�

おはなし会�
�
電子紙芝居「洲本八狸物語」�
つくってあそぼう！�
洲本吹奏楽団ミニコンサート�
おりがみ教室�
朗読劇�
ヒップホップダンス！�
講演「淡路で見つかった恐竜」�

ところ�
玄関中庭�
会議室１、２�
玄関中庭�
玄関中庭�

おはなし室�
�
視聴覚室�
視聴覚室�
玄関中庭�
視聴覚室�
おはなし室�
玄関中庭�
視聴覚室�

と　き�
１０：００～１０：１０�
１０：００～�
１０：００～１２：００�
１０：００～１２：００�
１０：００～１５：００�
１０：３０～１１：３０�
１１：００～１２：００�
１４：００～１５：３０�
１１：４０～１２：００�
１２：００～１２：２０�
１２：３０～１４：１５�
１３：００～１４：３０�
１３：００～１３：１５�
１３：３０～１３：４５�
１４：３０～１６：００�

�
ガールスカウト鼓隊演奏�
DV防止活動�
リース製作�
リサイクル石鹸づくり体験�
淡路島の貴重植物のパネル展示�
邦楽演奏�

おはなし会�
�
連琴と琴�
コーラス�
講演「結婚にみる男と女の関係」�
デイジー図書づくり体験�
鼓笛演奏�
楽しいジャズダンス－ミニミニコンサート－�
講演「バラの香り・母と子の絆」�

ところ�
玄関中庭�
玄関庭前�
アルチザン４階�
玄関前�
会議室１�
視聴覚室�

おはなし室�
�
視聴覚室�
玄関中庭�
視聴覚室�
会議室２�
玄関中庭�
市民広場�
視聴覚室�

主催　図書館市民まつり実行委員会　共催　洲本市立図書館　後援　洲本市・洲本市教育委員会�
　詳しくは、洲本市立図書館（　２２・０７１２）へ。  ▼

�



１１�

８８�

洲本市立第一幼稚園�
　本園は, 「明るく元気で心豊かに表現できる子、人にやさしくできる子の育成」を教育目標に取り組んでいます。�
　いろいろな人とのふれあいやいろいろな体験活動を通しての「学び」を大切にして欲しいと考えています。そのために、
洲本第一小学校の児童・洲本実業高等学校の生徒・老人会の人たちとのふれあい交流、保護者や地域の皆さん・社会人活
用事業や英語教育の講師とのふれあいなどを実施しています。�
　その結果、はじめは心を閉ざしていた子どもたちも今ではだんだんと心を開き、人としての基本である挨拶ができるよ
うになりました。また、少しずつではありますが人とのふれあいを楽しんだり自分の思いを表現したりすることもできる
ようになってきました。そして、何よりも弱い者へのいたわりの心、人にやさしくする心の大切さも理解できてきたよう
に思います。�

　由良中学校は、平成１６・１７年度の２年間、「海の環境教育実践推進校」として兵庫県の指定を受けています。この
事業は、近年、海を対象とした環境教育の重要性が高まっていることから、様々な体験活動を通して海の環境について理
解を深めるとともに、海の環境保全などに取り組む実践的な態度を育成するなど、学校教育における海の環境教育を推進
するものです。県下で、小・中学校各５校、計１０校が指定を受け、それぞれの学校環境に応じた実践研究を進めること
になっています。�
　「成ヶ島クリーン作戦」などの海の環境保全に係る体験学習を継続しながら、さらに保護者や由良地域住民の皆さんの
協力を得て、より効果的な体験活動や教育計画のあり方を研究していく予定です。�
�
�
　体育館において、７月１９日（海の日）の午後、自然環境について考えるシンポジウムが開催されました。午前の「成
ヶ島ハマボウ観察会・ゴミ清掃大作戦」に引き続き、約２５０人が参加して、成ヶ島の貴重な動植物や由良湾の環境、島
に漂着するゴミなどについての報告と討論会を行いました。�
　由良湾の環境調査を続けている大阪府立大学大学院の細田龍介教授や、動物写真家の松久保晃作氏の話に続いて、由良
中学校からは、生徒会を代表して土井直樹君（３年）が「成ヶ島クリーン作戦」（２月２１日実施）について報告をする
とともに、次のように訴え、参加者の共感を呼びました。�
�「はじめは昨年よりゴミの量が少ないように見えましたが、やはりたくさんありました。缶や袋、発泡スチロールの他に、
車のタイヤやテレビなど、とても“ポイ捨て”の範囲ではない大きな廃棄物や注射器等あってはならないゴミもありまし
た。ぼくたち由良中生だけでなく、市の職員の方も拾ってくれましたがなかなか減りませんでした。これだけゴミを捨て
るのは一体誰なのだろうかと激しい怒りを覚えました。それと同時に、『成ヶ島にはこんなにたくさんのゴミがあるのだ
なあ』と少し悲しい気持ちにもなりました。一人ひとりが心掛け、そして、呼びかけていけば、ゴミの量も減っていくの
ではないでしょうか。いつかは清掃をしなくてもよくなるようになってほしいです。�
�

洲本市立由良中学校�

小運動会� 淡路広域消防署員とのふれあい� 洲本第一小学校児童とのふれあい�

海の環境教育シンポジウム　(７月１９日　由良中学校体育館にて)

　淡路学校給食研究協議会と洲本市教育委員会が主催し、８月６日に洲
本中央公民館で親子料理教室を実施しました。�
　料理を通じて、作る楽しさ、食べる楽しさを実感するとともに、親子
のコミュニケーションを高めようと市内の小学生と保護者１４組３５人
が参加して、チキンカツレツフレッシュトマトソース、タコとワカメの
マヨネーズ和えなど地元の食材を使ったメニューに挑戦しました。�

みんなで見て考えよう成ヶ島　　―成ヶ島環境シンポジウムに参加して―�



『あそびの城』は、誰もがいつでも自由に出入りできる、あ
そびの宝庫です！�
◆と　き　９月３０日（木）、１０月２８日（木）、１１月
　２５日（木）、１２月１８日（土）、１月２０日（木）、
　２月１９日（土）、３月３日（木）、午後３時～（１２月
　と２月のみ午後１時～）�
◆ところ　洲本市総合福祉会館（２階）児童センターほか�
◆主催者　兵庫県レクリエーション協会「あそびの城」づく
　り実行委員会、レクリエーション企画“あわじ”�
　詳しくは、レク企画“あわじ”武田（　２２・２３３７）
へ。�
�

写真�ニュース�

おまあや、三勝音頭、五尺節　地域に根ざした盆踊り�

まつりのあと　念法寺の皆さんが清掃活動�

　「第８回洲本の盆踊りサマーフェスティバル」が、８月１３
日ジャスコ駐車場東側の空地で開催され、「おまあや」や阿波
踊りなどの大きな踊り輪ができました。そのほか、市内各地で
納涼祭などが行われ１４日には安乎地区の納涼大会では、地元
で伝わっていた三勝音頭が５年ぶりに復活、納地区でも、縄騒
動の犠牲者の霊を慰めようと明治時代につくられた「五尺節」
が１３年ぶりに披露されました。�

　淡路洲本念法寺の皆さんが、８月２日花
火大会の人出でにぎわった後の大浜海岸や
港のボードウォーク周辺で清掃活動を行い
ました。この清掃活動は、毎年島まつりの
あとに、行われています。�

１２�

島内で初　ムラサキツバメも展示�
「淡路の蝶・日本の蝶」展�

お宅の電気は安全ですか？�
電気設備の無料相談会�

　兵庫県電気工事工業組合淡路支部による電気
設備の無料相談会が、８月２７日リベラル物部
店前で開設されました。「電気を上手に安全
に！」と呼びかけ相談所開設のほか、防犯灯の
設備点検も行われました。�

サマーフェスティバル�

納地区納涼祭� 安乎地区納涼祭�

◆と　き　１０月９日（土）、午後１時３０分～４時１０
　分（受付午後１時１０分～）�
◆ところ　明石市民会館アワーズホール�
◆定　員　１５０人�
◆参加費　６００円�
◆申込方法　往復ハガキにて�
◆申込締切り　９月２２日（水）�
　詳しくは、ひょうご自閉症・発達障害支援センタークロ
ーバー（　０７９２・５４・３６０１）へ。�

平成１６年度　自閉症幼児期研修会平成１６年度　自閉症幼児期研修会�平成１６年度　自閉症幼児期研修会平成１６年度　自閉症幼児期研修会�平成１６年度　自閉症幼児期研修会�

「障害児の試練と成長―内面からの成熟をめざす子育て」「障害児の試練と成長―内面からの成熟をめざす子育て」�「障害児の試練と成長―内面からの成熟をめざす子育て」「障害児の試練と成長―内面からの成熟をめざす子育て」�「障害児の試練と成長―内面からの成熟をめざす子育て」�

▼
�

▼
�

　淡路文化史料館で、９月５日まで「淡路の蝶・
日本の蝶」展が開催されていました。今年１月
に島内で始めて確認された「ムラサキツバメ」
の標本のほか、約１，７００点の蝶の標本や写
真などが展示されていました。�



１３�

市内の最高齢者を訪問�

懐かしの名曲を熱唱・・・「ザ・ヒットパレード２００４」�

　９月の高齢者保健福祉月間の一環として、
中川市長と小松市議会議長が市内の最高齢者
を訪問しました。市内の最高齢者は井出よし
のさんで、今年１０８歳になり、現在県内最
高齢者でもあります。また、男性の最高齢者
は都志清吉さん（１００歳）です。�

　第９回洲本市民会館自主公演「ザ・ヒットパレード２００４」
が、８月７日午後６時から開催されました。第１部は、懐か
しのテレビ番組「ザ・ヒットパレード」を再現、第２部では、
ゲストに森山良子さんを迎え、ヒット曲「サトウキビ畑」な
どが熱唱されました。�

TEL 26-1133

淡路ごちそう館� （みけつくに）�御食国�

�

新メニュー「パスタコース」はじめます！�

メインホールを貸切にして、�
様々なパーティーが可能です。�
（５０人～２００人様まで）�
少人数パーティーも受付中�

〈１０月の定休日〉１０月１３日（水）、１０月２０日（水）、�
�
貸切などの事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�

￥１，２００（税込）、デザート・コーヒー付￥１，８００（税込）�
９月２１日（火）より（土日祝日を除く平日のみ）�

ご指定の時間に仕上げる内容充実の弁当です。�
￥１，０００ ￥１，５００ ￥２，０００など（ご予算に応じます）�

ヘリコプターに乗ったよ！�
「空の消防教室」�

　「空の消防教室」が、８月１０日津名町の淡
路ワールドパークONOKOROで開かれ、少年
消防クラブの小・中学生約１７０人が参加し、
ヘリコプターの搭乗体験や起震車での地震体験
などが行なわれました。�

食の祭典が開催�

　四季のイベントの一つ「食の祭典」が、8月6日御食国横の
多目的広場で開催されました。たこの天ぷらや野菜の青空市
などすっかりおなじみとなった屋台に、およそ１５００人の
人でにぎわいました。�

勇壮な送り火　内膳で火踊り�

　下内膳の盛光寺近くの埋葬地で８月１６日、「火踊り」が
行なわれました。夕暮れとともに、鉦をならし歌を歌いながら、
縄に松明を結びつけたものを回し、勇壮な踊りで先祖の霊を
送りました。�
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膜
が
は
が

れ
て
く
る
病
気
が
網
膜
剥
離
で

す
。
網
膜
剥
離
の
種
類
に
は
網

膜
に
で
き
た
裂
け
目
（
裂
孔
）

が
原
因
に
な
る
「
裂
孔
原
性
網

膜
剥
離
」
と
何
ら
か
の
目
の
病

気
が
背
景
に
あ
っ
て
起
こ
る
「
続

発
性
網
膜
剥
離
」
が
あ
り
、
網

膜
剥
離
全
体
で
は
、
裂
孔
原
性

網
膜
剥
離
が
大
半
を
占
め
て
い

ま
す
。
網
膜
剥
離
は
、
約
九
千

人
に
一
人
の
割
合
で
起
こ
る
と

さ
れ
て
い
て
、
患
者
さ
ん
の
数

を
年
代
別
に
見
る
と
、
二
十
歳

代
と
五
十
歳
代
の
二
つ
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
ま
す
。
年
を
と
る
と

眼
球
の
中
を
満
た
し
て
い
る
硝

子
体
と
い
う
ゼ
リ
ー
状
の
組
織

が
液
化
と
い
う
変
化
を
起
こ
し
、

そ
の
過
程
で
網
膜
に
裂
け
目
が

で
き
そ
の
裂
け
目
に
液
化
し
た

硝
子
体
が
入
り
込
ん
で
網
膜
が

は
が
れ
始
め
て
行
き
ま
す
。�

　
網
膜
剥
離
の
症
状
に
は
、
網

膜
が
は
が
れ
始
め
る
前
に
現
わ

れ
る
「
前
ぶ
れ
の
症
状
」
と
、

網
膜
が
は
が
れ
始
め
て
か
ら
起

こ
る
症
状
と
が
あ
り
ま
す
。
前

ぶ
れ
の
症
状
に
は
、
飛
蚊
症
と

呼
ば
れ
る
、
目
の
前
の
何
も
な

い
と
こ
ろ
に
蚊
や
ゴ
ミ
の
よ
う

な
も
の
が
ち
ら
つ
い
て
見
え
る

症
状
や
、
光
視
症
と
呼
ば
れ
る
、

暗
い
所
に
い
る
時
や
目
を
つ
む

っ
て
い
て
も
チ
カ
チ
カ
と
光
が

見
え
る
症
状
が
あ
り
ま
す
。
網

膜
剥
離
が
起
こ
る
と
視
野
障
害

（
視
野
の
一
部
に
影
が
か
か
っ

た
よ
う
な
暗
い
部
分
が
見
え
る
）

や
視
力
低
下
や
像
の
ゆ
が
み
な

ど
の
症
状
が
現
わ
れ
ま
す
。�

　
網
膜
が
は
が
れ
て
い
る
場
合

は
、
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
裂
け
目
だ
け
の
場
合
は
、

レ
ー
ザ
ー
治
療
な
ど
の
簡
単
な

方
法
で
治
療
で
き
る
場
合
が
多

い
の
で
す
。�

　
網
膜
剥
離
は
、
進
行
し
て
し

ま
う
と
著
し
く
視
力
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
網
膜
が
は

が
れ
始
め
る
前
に
発
見
す
れ
ば

簡
単
な
治
療
で
す
み
、
視
力
に

も
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く

発
見
す
る
為
に
も
、「
飛
蚊
症
」

な
ど
の
症
状
が
現
わ
れ
た
ら
ほ

お
っ
て
お
か
ず
に
す
ぐ
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

募

集

�
�

犬
の
し
つ
け
方
教
室
受
講
生
�

第
五
十
七
回
�

洲
本
市
美
術
展
作
品
�

狂
犬
病
予
防
注
射
は
�

き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
�

溝上眼科�

星野　峰子  医師�

網

膜

剥

離

�

も
う
　
　
ま
く
　
　 

は
く
　
　   

り�

未�

れ
っ
こ
う
げ
ん
せ
い
も
う
�

ま
く
は
く
り
�

し
ょ
う
�

�

し

た

い

�

ひ
ぶ
ん
し
ょ
う
�

こ
う
し
し
ょ
う
�



◆展示会場　リサイクルセンターみつあい館�
◆と　き　９月２８日（火）～１０月３日（日）　　
　　　　　午後２時まで（展示終了後抽選いたします）�
※展示提供する不要品も募集しています。�
　詳しくは、リサイクルセンターみつあい館（　２６・
１１５３）へ。�

　廃棄するときは、このマークの
ある登録販売店、または指定取引
窓口にご相談ください。�
　詳しくは、二輪車リサイクルコ
ールセンター（　０３・３５９８・
８０７５、HP　http://www.jarc.�
or.jp）へ。�

１５�

����　
ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
三
日
（日）
、
午

　
前
九
時
半
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
▽
市
民
交
流
セ
ン

　
タ
ー
（
体
育
室
・
会
議
室
）

　
▽
洲
本
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

　
ー
（
陸
上
競
技
場
）
�

◆
内
　
容
　
▽
競
技
会
　
グ
ラ

　
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ
ト
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル
　
▽
記
録
に
挑

　
戦
　
プ
レ
イ
・
オ
ブ
・
チ
ル

　
ド
レ
ン
/
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン

　
キ
ン
グ
　
▽
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

　
ー
　
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・

　
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
ほ
か
　
▽
体

　
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
�

▼
参
加
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
�

（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線
３

７
３
）
へ
。
�

������　
今
年
の
「
第
十
五
回
淡
路
島

女
子
駅
伝
」
か
ら
距
離
が
四
二
�

・
一
九
五
　
　
と
な
り
、
コ
ー

ス
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
ス
タ

ー
ト
地
点
が
伊
弉
諾
神
宮
（
一

宮
町
）
か
ら
、
し
ず
か
ホ
ー
ル
（
�

津
名
町
）
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
十
一
月
三
日
（祝）
、

　
午
前
九
時
半
ス
タ
ー
ト
�

◆
コ
ー
ス
　
ス
タ
ー
ト
し
ず
か

　
ホ
ー
ル
（
津
名
町
）
〜
ゴ
ー

　
ル
中
央
公
民
館
（
南
淡
町
）
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
広
域
行
政

事
務
組
合
（
　
２
４
・
４
７
７
�

０
）
へ
。
�

����◆
中
退
共
制
度
の
特
色
　
▽
国

　
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・

　
有
利
　
▽
適
格
退
職
年
金
制

　
度
か
ら
の
移
行
先
と
な
っ
て

　
い
ま
す
　
▽
掛
金
の
一
部
を

　
国
が
助
成
　
▽
パ
ー
ト
タ
イ

　
マ
ー
の
人
も
加
入
で
き
ま
す

　
▽
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非

　
課
税
　
▽
過
去
の
勤
務
期
間

　
通
算
や
企
業
間
を
転
職
し
た

　
場
合
に
通
算
が
で
き
ま
す
　

　
▽
掛
金
は
預
金
口
座
よ
り
自

　
動
引
き
落
と
し
と
な
り
、
退

　
職
金
は
退
職
者
に
直
接
払
わ

　
れ
る
の
で
、
管
理
が
簡
単
で
す
。

◆
加
入
の
手
続
き
　
所
定
の
申

　
込
用
紙
に
記
入
、
押
印
の
う

　
え
お
近
く
の
金
融
機
関
か
、

　
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
（
　
０
３
・

３
４
３
６
・
０
１
５
１
）
へ
。
�

���◆
九
月
二
十
四
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
十
時
半
�

　
淡
路
広
域
消
防
ビ
ル
�

▽
正
午
〜
午
後
二
時
�

　
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
�

▽
午
後
二
時
四
十
分
〜
四
時
�

　
県
立
淡
路
病
院
�

◆
十
月
二
十
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
す
も
と
２００４
�

淡
路
島
女
子
駅
伝
競
走
大
会
の
�

コ
ー
ス
が
変
わ
り
ま
す
�
中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
）
に
加
入
し
て

従
業
員
の
退
職
金
を
�

準
備
し
ま
し
ょ
う
！
�

母：清美さん（下内膳）�

瀬川　馨史 くん　（平成１５年７月１５日生まれ）�
笑顔が自慢の馨史です！�
　　　　やさしく元気な子に育ってね。                  

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�

よしふみ�

９月３０日（木）（第５木曜日）�
午前７時～正午�

わが家の　ホ ー プ�

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（　２２・３

３２１内線３４３）へ。�

▼
�

�

　自賠責保険・共済は、万一の交通事故の際、基本的
な対人賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべ
ての自動車に加入が義務づけられている保険・共済です。
特に車検制度のない原動機付自転車･250cc以下の軽二
輪自動車は、期限切れ、かけ忘れにご注意を！�
　自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jpへ。�

キ
�
　
ロ
�メ
ー
�

ト
ル
�

献
血
日
程�

▼
�

▼
�

▼
�

（買い物袋持参運動）�

１０月１日～３１日は重点実施期間です�

今月は第５木曜日となります。ご注意下さい。�



����　
児
童
手
当
法
改
正
に
伴
う
小

学
校
第
三
学
年
修
了
前
特
例
給

付
を
次
の
期
日
に
指
定
さ
れ
た

金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
（
小
学
二
年
生
、
三
年
生

が
対
象
と
な
る
分
で
す
）
。
�

◆
振
込
日
　
九
月
十
五
日
（水）
（
平

　
成
十
六
年
四
、
五
月
分
）
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
母
子
児
童
係
（
　

２
２
・
３
３
３
２
内
線
５
０
９
、

５
１
０
）
へ
。
�

����　
こ
の
度
、
国
土
交
通
省
が
実

施
す
る
「
都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
」
の
一
環
と
し
て
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
、

次
の
と
お
り
調
査
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
平
成
十
六
年
十
月

　
〜
平
成
十
七
年
三
月
（
予
定
）
�

◆
対
象
地
域
　
洲
本
市
の
人
口

　
集
中
地
区
（
海
岸
通
、
山
手
、

　
本
町
、
栄
町
、
塩
屋
、
炬
口
、

　
宇
山
、
物
部
、
上
物
部
、
桑

　
間
地
区
の
全
部
ま
た
は
一
部
）
�

※
人
口
集
中
地
区
と
は
人
口
密

　
度
が
四
千
人
/
平
方
　
　
以

　
上
で
あ
り
、
隣
接
し
て
五
千

　
人
以
上
を
有
す
る
地
区
が
存

　
在
す
る
地
区
の
こ
と
で
す
。
�

◆
作
業
内
容
　
現
地
調
査
（
公

　
共
基
準
点
、
及
び
官
民
境
界

　
杭
な
ど
の
状
況
を
調
査
し
ま

　
す
）
�

▼
詳
し
く
は
、
都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社
都
市
再
生
企
画
部

（
　
０
６
・
６
９
６
９
・
９
５

９
２
）
へ
。
�

����　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
と
は
、

都
市
計
画
を
決
定
し
た
り
、
変

更
し
た
り
す
る
と
き
に
必
要
な

手
続
き
の
一
つ
で
、
都
市
計
画

の
案
を
示
す
図
書
を
市
役
所
な

ど
所
定
の
場
所
に
備
え
付
け
て
、

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
は
二
週
間
と
決
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
期
間
中
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
�

◆
計
画
案
の
内
容
　
下
水
道
の

　
排
水
区
域
等
を
変
更
す
る
計

　
画
�

◆
縦
覧
期
間
　
九
月
二
十
四
日

　
（金）
〜
十
月
七
日
（木）�
、
午
前
八

　
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
た

　
だ
し
、
土
、
日
な
ど
は
　
除

　
く
）
�

◆
縦
覧
場
所
　
市
役
所
都
市
整

　
備
部
都
市
計
画
課
�

◆
意
見
書
の
提
出
　
本
案
に
意

　
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間

　
内
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。
住
所
、
氏

　
名
、
年
齢
、
案
件
に
つ
い
て

　
の
意
見
を
書
い
て
洲
本
市
長

　
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
整

備
部
都
市
計
画
課
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
３
６
・
２
３

７
）
へ
。
�

�����◆
対
象
団
地
　
物
部
鉄
筋
、
物

　
部
テ
ラ
ス
、
上
加
茂
鉄
筋
�

▼
詳
し
く
は
市
役
所
都
市
整
備

部
都
市
計
画
課
（
　
２
２
・
３

３
２
１
内
線
２
３
７
・
３
６
３
）

へ
。
�

�����◆
対
　
象
　
企
業
や
お
店
の
従

　
業
員
で
事
業
所
単
位
で
の
加

　
入
と
な
り
ま
す
。
（
個
人
・

　
法
人
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
�

◆
掛
　
金
　
従
業
員
お
一
人
に

　
つ
き
二
か
月
千
円
（
洲
本
市

　
の
助
成
金
を
申
請
す
れ
ば
八

　
百
円
）
�

◆
内
　
容
　
▽
勤
続
報
奨
金
、

　
結
婚
祝
金
、
小
学
校
入
学
・

　
中
学
校
卒
業
祝
金
や
、
お
悔

　
や
み
給
付
金
の
支
給
　
▽
人

　
間
ド
ッ
ク
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
ョ
ン
の
補
助
　
▽
低
利
率
（
一
・

　
五
　
）
に
よ
る
融
資
の
あ
っ

　
せ
ん
な
ど
�

▼
詳
し
く
は
、
（財）
兵
庫
県
勤
労

福
祉
協
会
共
済
課
（
　
０
７
８
・

３
５
１
・
６
７
８
６
、
６
７
８

７
）
へ
。
�

������◆
と
　
き
　
九
月
二
十
日
（月）
・

　
（祝）
�

◆
開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午

　
後
五
時
（
た
だ
し
入
館
は
午

　
後
四
時
半
ま
で
）
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
文
化
史
料

館
（
　
２
４
・
３
３
３
１
）
へ
。
�

����　
兵
庫
県
と
洲
本
市
で
は
、
本

年
度
次
の
人
に
祝
金
を
お
贈
り

し
ま
す
（
九
月
十
五
日
現
在
の

対
象
者
に
通
知
）
。
�

◆
市
長
寿
祝
金
�

▽
満
七
十
七
歳
（
大
正
十
五
年

　
九
月
十
七
日
〜
昭
和
二
年
九

　
月
十
六
日
生
）
一
万
円
�

▽
満
八
十
八
歳
（
大
正
四
年
九

　
月
十
七
日
〜
大
正
五
年
九
月

　
十
六
日
生
）
　
三
万
円
�

▽
満
九
十
九
歳
（
明
治
三
十
七

　
年
九
月
十
七
日
〜
明
治
三
十

　
八
年
九
月
十
六
日
生
）
　
十

　
万
円
�

◆
県
長
寿
祝
金
　
�

▽
八
十
七
歳
の
人
（
大
正
五
年

　
九
月
十
七
日
〜
大
正
六
年
九

　
月
十
六
日
生
）
　
二
千
円
�

▽
満
八
十
八
歳
以
上
の
人
（
大

　
正
五
年
九
月
十
六
日
生
以
前
）

　
一
万
円
�

◆
祝
金
を
お
渡
し
す
る
日
程
�

�������������▽
時
間
　
午
前
十
時
〜
午
後
四

　
時
�

▽
悪
天
候
な
ど
で
指
定
日
に
お

　
渡
し
で
き
な
い
場
合
は
、
ケ

　
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
（
　
２
２
・

９
３
３
３
）
へ
。
�

１６�

情報広場�

児

童

手

当

を

�

振
り
込
み
ま
す
�

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

に
伴
う
調
査
を
実
施
し
ま
す
�

都
市
計
画
決
定
の
案
を

縦

覧

し

ま

す

�

市
・
県
長
寿
祝
金
を
�

お
贈
り
し
ま
す
�

県
営
住
宅
入
居�

申
込
受
付
業
務(

常
時
登
録)

は�

九
月
三
十
日
で
中
止
し
ま
す�

敬

老

の

日

�

満
６５
歳
以
上
の
市
民
は�

淡
路
文
化
史
料
館
の�

入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す�

あ
な
た
の
会
社
や
お
店
の�

福
利
厚
生
を
代
行
し
ま
す�

〜
兵
庫
県
中
小
企
業
従
業
員�

共
済
制
度
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
）

の

ご

案

内

〜

�

キ
�
　
ロ
�メ
ー
�

ト
ル
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

と　き�
�

９月２７日�
（月）�
�
�

９月２８日�
（火）��

９月２９日�
（水）�

ところ�
�

洲本市民会館�
展示室�

由良支所�
上灘出張所��
中川原公民館�
安乎公民館�

対象地区�

内町・外町・物部・上
物部・潮・千草・小路
谷・大野・加茂・納・
鮎屋（地区）��
�
由良地区�
上灘地区��
中川原地区�
安乎地区�



１７�

２６９�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
�

　
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
に
よ
く
似
て

い
ま
す
が
、
名
前
の
通
り
羽
に

黒
い
ス
ジ
が
あ
り
ま
す
。
�

　
成
虫
は
三
月
下
旬
よ
り
現
れ

て
、
十
月
頃
ま
で
活
動
し
ま
す
。

春
は
日
当
た
り
の
よ
い
所
に
集

ま
り
ま
す
が
、
夏
は
湿
気
の
あ

る
木
陰
な
ど
に
入
り
ま
す
。
平

地
で
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
山
地

で
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
よ
り
も

多
く
な
り
ま
す
。
�

　
幼
虫
は
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
や
イ

ヌ
ガ
ラ
シ
な
ど
、
野
生
の
ア
ブ

ラ
ナ
科
植
物
の
葉
を
食
べ
ま
す
。

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
栽
培
種
に
つ

く
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、

北
海
道
か
ら
九
州
に
か
け
て
広

く
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
南
西

諸
島
に
は
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
。

淡
路
島
で
は
普
通
種
で
、
各
地

で
見
ら
れ
ま
す
。
�

�

�����◆
と
　
き
　
十
月
一
日
（金）
、
午

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
三
階
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
　
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。
�

��　
三
士
会
（
司
法
書
士
、
行
政

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
）
に

よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
、

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
十
月
一
日
（金）
、
午

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
三
階
�

◆
費
　
用
　
無
料
�

▼
詳
し
く
は
、
行
政
書
士
・
地
�

附
由
哲
さ
ん
（
　
０
７
９
９
・

３
２
・
１
３
３
４
）
へ
。
�

����　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
委

員
制
度
に
関
す
る
国
民
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
毎
年
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
、
全
国
一
斉

に
各
種
の
相
談
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
�

　
市
で
は
、
定
例
行
政
相
談
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ま
た
、
相
談
員
の
自
宅
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▽
岸

本
恵
哉
さ
ん
、
上
加
茂
一
一
一

　
２
２
・
５
２
３
８
　
▽
橋
元

和
子
さ
ん
、
桑
間
三
四
三
　
２

２
・
９
７
８
１
�

����◆
と
　
き
　
九
月
二
十
一
日
（火）
、

　
午
前
十
時
〜
正
午
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
県
民
局
�

◆
相
談
員
　
司
法
書
士
会
淡
路

　
支
部
の
司
法
書
士
二
人
を
予

　
定
�

※
な
お
、
こ
の
相
談
会
は
、
今

　
後
と
も
毎
月
一
回
第
三
火
曜

　
日
に
開
催
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
司
法
書
士
濱
口

事
務
所
（
　
０
７
９
９
・
６
２
・

５
８
２
９
）
へ
。
�

����◆
と
　
き
　
九
月
二
十
五
日
（土）
、

　
午
後
一
時
〜
四
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館
一

　
階
�

◆
内
　
容
　
▽
痴
呆
症
高
齢
者
�

　
・
知
的
障
害
者
の
財
産
管
理
�

　
・
処
分
に
関
す
る
こ
と
　
▽

　
そ
の
他
痴
呆
性
高
齢
者
や
知

　
的
障
害
者
の
ご
家
族
が
法
的

　
に
困
っ
た
り
、
不
安
に
感
じ

　
た
り
し
て
い
る
こ
と
�

◆
相
談
員
　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

　
ト
の
社
員
で
あ
る
司
法
書
士
�

▼
詳
し
く
は
、
司
法
書
士
濱
口

事
務
所
（
　
０
７
９
９
・
６
２
・

５
８
２
９
）
へ
。
�

��◆
と
　
き
　
十
一
月
十
一
日
（木）�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
健
康
福
祉

館
三
階
会
議
室�

◆
締
切
り
　
十
月
十
二
日
（月）�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
福
祉
課

（
　
２
２
・
３
３
３
２
）
へ
。�

�

特
設
人
権
相
談
�

法
の
日
の
無
料
相
談
�

母
子
家
庭
特
別
相
談
�

十
月
十
八
日
（月）
〜
二
十
四
日
（日）�
�

行
政
相
談
週
間
�

司
法
書
士
に
よ
る
�

無
料
法
律
・
登
記
相
談
�

全

国
一
斉
無

料

�

成
年
後
見
相
談
会
�

◆と　き　１０月２２日（金）、午後１時３０分～４時�
◆ところ　クリスタルホール（神戸クリスタルタワー3階）�
◆定　員　２００人（先着順）手話通訳あり�
◆内　容　講演会「変わる家族～自分らしく生きるとは？～」�
　　　　　講　師　久田　恵（ノンフィクションライター）�

◆と　き　１０月２３日（土）、午前１０時～午後３時�
◆ところ　神戸クリスタルタワー内�
◆定　員　各ワークショップ５０人、全体会２００人�

スジグロシロチョウの雄�

　２０人に1人の女性が夫・恋人からの暴力に苦しん
でいます（総理府の調査より）。公的な相談機関や民
間の相談室にDV（ドメスティック・バイオレンス）
に関する女性の相談はとりわけ多く寄せられています。�
◆と　き　１０月１５日～１１月１９日までの毎週金曜日�
　　　　　午後１時３０分～３時３０分�
◆ところ　洲本中央公民館（予定）�
◆内　容　ジェンダーについて、DVとは何か？、暴
力から脱出するために、被害者援助の基本姿勢�
◆定　員　３０人�
◆受講料　２０００円（６回分、１回５００円）�
　詳しくは、ウィメンズネットあわじ望月（　２２・
４７９８）へ。�
�

▼
�

相

談

�

Let's　Do　男女共同参画！�Let's　Do　男女共同参画！�
～共に生きる社会への飛躍をめざして～～共に生きる社会への飛躍をめざして～�～共に生きる社会への飛躍をめざして～～共に生きる社会への飛躍をめざして～�～共に生きる社会への飛躍をめざして～�

第１日目　講演会ほか�

第２日目　ワークショップ・全体会�

　申込みなど詳しくは、兵庫県立男女共同参画センター�

　（　０７８・３６０・８５５０）へ。�

▼
�

DVDV（夫・恋人からの暴力）被害者（夫・恋人からの暴力）被害者�DV（夫・恋人からの暴力）被害者�
支援ボランティア講座支援ボランティア講座�支援ボランティア講座�



１８�

市民交流センター　�市民交流センター　�市民交流センター　�
ところ　洲本市宇原１７８８－１�
T E L .　２２・１６０５（プール）�
T E L .  ２４・４４５０（本　館）ともにケーブル電話あり�

　今年も「図書館市民まつり」が１０
月２３日（土）・２４日（日）の両日
に開催されることになりました。�
多彩な催しが行われ、いつもとは違っ
た雰囲気が楽しめます。この機会にぜ
ひ、ご家族やお友達の方と一緒に図書
館へお越しください。�
�

《 新着本紹介 》�
｢世界遺産吉野・高野・熊野をゆく｣�

小山靖憲／著　朝日新聞社�

｢漱石の巨きな旅｣�
吉本隆明／著　日本放送出版協会�

｢古本・貸本・気になる本｣�
出久根達郎／著 河出書房新社�

�

《 行事のお知らせ 》�
「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
１０月６日(水) 午前１１時から�

「おはなし会」　（３～６歳児対象）�
１０月９日(土) 午後２時から�

「もっとおはなし会」（小学生対象）�
１０月９日(土) 午後２時３０分から�

「おりがみ教室」�
１０月２日(土) 午後２時から�

※「おりがみ教室」は定員４０人。参
加申込は前日まで。�
※１０月の「つくってあそぼう！」は
「図書館市民まつり」開催日の10月
23日(土)に行います。この日参加す
る分については事前に申し込みは必要
ありません。�

洲本市民工房・ギャラリー�
◆堀尾俊吾　作陶展�
　１０月１日（金）～５日（火）�
　午前１０時～午後６時�
　（最終日は午後５時まで）�
　主催　俊窯　堀尾俊吾�
◆写真部ゲンゾー写真展０１�
　１０月２２日（金）～２４日（日）�
　午前１０時～午後７時（初日は午　
　後１時より、最終日は午後５時まで）�
　主催　写真部ゲンゾー�
市民講座受講生募集�
篆刻講座�
　◆とき　第１・３水曜日、午後２時
　３０分～４時３０分（１０月２０日
　スタート、全１０回）�
　◆受講料　１０，０００円�
　　　　　　（材料費別）�
　◆定員　若干名�
　◆講師　南岳　　　先生�
　◆受付締切　１０月１日（金）�

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ�

第３期（１０月～１２月）水泳教室受講生募集�第３期（１０月～１２月）水泳教室受講生募集�
◆申込期間　９月３０日（木）まで（午後７時必着） �
◆と　き　　１０月１４日（木）～１２月２２日（水）の毎週１０回 �
◆ところ　　市民交流センター　ドルフィンプール �

コース名�

キッズコース�
�

ジュニアコース�
�
選手コース�

選手E2コース�

レディースコース�
アクアフィットネスコース�
フィットネススイムコース�
初中級コース�
初心者コース�

対　象　者�
（教室開催期間中に）�
満４～６歳の幼児�
１．無級～１６級の小学生 �
２．クジラ級の幼児と�
１５級～4級の小中学生�
3級以上の小中学生�
２００　個人メドレー�
３分３０秒以下�
１８歳以上の女性�

１８歳以上の男女�

コース内容�
遊び的な要素を取り入れながら、楽しく水に親しんでいきま�
す。�

水泳の基本から、技術の習得・体力向上・しつけを基本とし�
て水泳指導をします。�
�

各泳法のタイムアップを図る練習します。�
�
人との交流を楽しみながら健康の維持増進を図ります。�
水の特性を利用して、運動不足を解消します。�
水中運動を中心に泳ぎの基本を習得します。�
人との交流を楽しみながら健康の維持増進を図ります。�
クロールを中心に２５　泳げるようにていねいに指導します。�

受講料（各１０回分）�

６，０００円～�

６，０００円～�
�
�

７，０００円～�
�
�

各成人対象�
コース�

８，５００円～�

７，５００円～�

メー�
トル�

メー�
トル�

コース�
初中級A�
アクアフィットネスA�
キッズA1�
キッズA2�
ジュニアA 1�
ジュニアA 2�
選手A�
フィットネススイムB�
レディースB�
キッズB1�
キッズB2�
ジュニアB 1�
ジュニアB 2�
選手B�
初中級C１�
レディースC�
キッズC１�
キッズC2�
ジュニアC 1�
ジュニアC 2�
選手C�
初中級C２�

時　間�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１８：３０～２０：００�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１８：３０～２０：００�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１８：３０～２０：００�
１８：３０～２０：００�

定員�
１５人�
２０人�
１５人�
２２人�
３１人�
６５人�
１５人�
２０人�
２０人�
２２人�
２２人�
３１人�
６５人�
１５人�
１５人�
２０人�
２２人�
２２人�
３１人�
６５人�
１５人
１５人�

実施日�

１０月１９、２６日�
１１月２、９、１６、�
　　２３、３０日�
１２月７、１４、２１日�
�
�

１０月２０、２７日�
１１月３、１０、１７、�
　　２４日�
１２月１、８、１５、�
　　２２日�
�
�

１０月１４、２１、�
　　２８日�
１１月４、１１、１８、�
　　２５日�
１２月２、９、１６日�

実施日�

１０月１５、２２、�
　　２９日�
１１月５、１２、１９、�
　　２６日�
１２月３、１０、１７日�

１０月１６、２３、３０日�
１１月６、１３、２０、２７日�
１２月４、１１、１８日�

曜日�
�
�
�
火�
�
�
�
�
�
�
水�
�
�
�
�
�
�
木�

曜日�
�
�
�
金�
�
�
�
�
土�

コース�
アクアフィットネスD�
レディースD�
キッズD1�
キッズD2�
ジュニアD 1�
ジュニアD 2�
初心者D�

選手E１�
選手E２�

時　間�
１０：１５～１１：４５�
１３：３０～１５：００�
１５：４５～１６：４０�
１６：３５～１７：３０�
１６：１５～１７：１５�
１７：３０～１８：３０�
１９：００～２０：００�

１７：００～１８：３０�
１８：３０～２０：００�

定員�
２０人�
２０人�
２２人�
３０人�
３１人�
６５人�
２０人�

１０人�
１５人�

※　受講料には傷害保険を含みます。  �
※　キッズコースは週１コースのみです(複数回は受講できません)  �
※　ジュニアコースで１１級以上の人のみ複数回受講できます。  �
※　途中コースの変更は特別な限り出来ませんのでご了承下さい。
※　定員を著しく超えたコースは抽選を実施する場合があります。  �
※　応募が少ないコースは開催を見合わす場合があります。  �
※　受講料支払期間は10月7日(木)～9日(土)午後７時までです。
　　期間を過ぎますと申込されていても受講できませんのでご注
　　意ください。 �



１９�

マタニティメイト（対象・妊婦）　�
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！�
「いのちって何だ」 �
　◆とき　毎月第１～第４月曜日�
　◆受付　午前９時３０分～�
　◆内容　母子健康手帳の交付�
「お母さんは元気」  �
　◆とき　９月２２日（水）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診�
「赤ちゃん大好き」  �
　◆とき　９月１４日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方�
「こんにちは赤ちゃん」　要予約�
　◆とき　１０月５日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　沐浴の練習�
「おっぱいで育てたい」�
　◆とき　１０月１９日（火）�
　◆受付　午後１時３０分～�
　◆内容　妊婦体操�

９月、１０月の乳幼児健康診査・相
談を次のとおり行います。対象者に
は問診票などを送付しますので、母
子手帳を持参し受診してください。�
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月健康診査、２歳児健康相談　 
午後１時～１時１５分�
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時�
　７か月児相談　午前９時４５分～１０時�

９月１６日（木）�

９月２２日（水）�

９月２４日（金）�

９月３０日（木）�

１０月７日（木）�

１０月１４日（木）�

１０月２１日（木）�

１０月２２日（金）�

１０月２７日（水）�

１０月２８日（木）�

乳児健康診査（H１６年５月生）�

７か月児健康診査（H１６年２月生）�

１歳６か月児健康診査（H１５年２月生）�

２歳児健康診査（H１４年９月生）�

１０か月児健康診査（H１５年１１月生）�

３歳児健康診査（H１３年７月生）�

乳児健康診査（H１６年６月生）�

１歳６か月児健康診査（H１５年３月生）�

７か月児健康診査（H１６年３月生）�

２歳児健康診査（H１４年１０月生）�

�

すくすく子育て相談　要予約�
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。�
�
　     乳児期　　　　　幼児期�
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）�
 �１０月１５日（金）　１０月８日（金）�
 午前９時３０分～ 　午前１０時～�
�
歯科保健相談 �
　◆とき　毎月第４水曜日�
　◆受付　午後１時～１時３０分。
　　フッ素塗布を同時に行います（予
　　約が必要、料金１，４８０円）。�
�
成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）�
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時  （栄養相談は第１
　　月曜日）�
�

法律相談  弁護士による相談。�
◆と　き　１０月６日（水）、１０月
　２０日（水）�
◆受　付　市役所市民相談係で電話に
　よる予約受付けをしています。（1
　２２・３３２１内線３４５、３４６）�
◆ところ　総合福祉会館�
行政相談  �
◆と　き　１０月１日（水）、午後１
　時１５分～�
◆受　付　午後１時１５分～２時３０
　　　　　分�
◆ところ　総合福祉会館�
社会保険相談  �
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０
　時～午後３時�
◆ところ　市民会館�
心配ごと相談（1２６・００２２）�
◆と　き　毎月２日、１２日、２２日、
　２７日（日曜、祝日の場合は翌日）
　午後１時～４時�
◆ところ　総合福祉会館で。�
＊電話での相談にも応じています。�

人権相談（1２２・０４９７）�
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午
　後４時�
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局
人権相談室�
家庭児童相談（1２２・３３３２）�
 ０～１８歳までの子供の相談。�
◆と　き　毎週月・火・木、午前８
　時３０分～午後５時１５分�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
青少年相談（1２２・４５４７）�
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時�
◆ところ　青少年センター�
母子家庭相談（1２２・３３３２）�
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３
　０分～午後５時�
◆ところ　洲本市健康福祉館�
高齢者相談（フリーダイヤル０１２
　０・３６・７８３０） �
◆と　き　月～金曜日、午前９時～
　午後５時３０分�
◆ところ　淡路県民局�
�
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催
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史
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。
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。
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◆
今
ま
で
気
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か
な
か
っ
た
地
域
の
遺
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に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

自
分
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き
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道
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す
る
こ
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で
も
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ま
す
。
自
分
は
ど
う
い
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バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
で
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さ
れ
て
い
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の
か
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地

域
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遺
産
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私
た
ち
に
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大
き
な
自
信
を
与
え
て
く

れ
る
よ
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に
思
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ま
す
。

◆
今
年
は
、
大
雨
、
台
風
、

地
震
と
災
害
が
何
度
も
あ

り
ま
し
た
が
、
早
く
実
り

の
季
節
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。�

（
Ｙ
）�

成人健康相談�
◆とき　毎月第１～４金曜日、�
◆受付　午後１時～１時３０分�
心の相談  要予約�
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。�
◆とき　毎月第２火曜日、奇数月第
３火曜日、午後１時３０分～�
栄養表示基準制度相談  要予約�
◆とき　毎月第１、３月曜日、午前
１０時～正午�
栄養専門相談  要予約�
◆とき　毎月１・３月曜日午後１時～
５時�
胃がん検診 �
◆とき１０月 ６日（水）、午前９時～
申込・市 保健センターへ�
２時間人間ドック  �
◆とき　火、水、木曜日で保健所が
指定する日、午前９時～�
＊料金１４，９９０円、申込・洲本
　健康福祉事務所（保健所）へ�
＊洲本市民で国民健康保険に加入し
３０歳以上の人に８，０００円、社
会保険などの加入者で４０歳以上の
人に５，０００円の助成があります。
（ただし１年度１回限り）�
　助成について条件などがあります
ので、国保の人は、市民課国保年金
係へお問い合わせください。�
（1２２・３３２１内線２５５）�

（保健所）�（保健所）�（保健所）�
TEL.22-3541

▼
�

◆とき　１１月　２日（火）、�
　午後１時３０分～３時３０分�

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ�



第１０回洲本市民会館自主公演�

CIRCUS　ACOUSTIC　CONCERT

　　　　　１１月１３日（土）�
　　　　　開演　午後３：００（開場　午後２：３０）�

　　　　　洲本市民会館　ふれあいホール�

　　　　　S席　４，０００円　A席　３，０００円　�
　　　　　B席　２，０００円�
　　　　　※全席指定・当日５００円増・定員になり次第締め切
　　　　　　　ります�
　　　　　　※未就学児の入場はご遠慮下さい。�
　　　　　　※一般発売初日は、お一人様１０枚まで。�
　　　　　　　ミスター・サマータイム、アメリカン・フィ
　　　　　ーリング、ひとつぶの雨、ダニー･ボーイ�
　　　　　※曲目などは変更される場合があります、あらかじめ
　　　　　　　ご了承ください。�

と き �
�
�と こ ろ �
�
入 場 料 �
�
�
�
�
�主な予定曲目�

電話でらくらく予約！�
チケット一般発売　９月１５日（水）～、午前９時～午後７時�
　　　　　　　　　洲本市民会館　窓口�

予約など詳しくは、洲本市民会館（　２２・１３１５、FAX２３・０９７４）へ。�

B
A A

S

S SS

B BPA

洲本市民会館ふれあいホール座席表�


